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wv
総
務
会
務
品
部
笹
議
録
会

勢

災

後

品

料

谷

明

出
阿
佐
佐
災
長
出
鵡
ふ
滞
日
平

成

官

災

対

同

時

料

州

国

n

d

お
M

内

侍

臨

ん

八

開

向

車

持

小
臨
終
削
持

品
九
特
務
一

照
明
和
五
十
周
年
第
凶
鶴
市
議
会
定
例
会
が
十
二
月
十
二

日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
関
か
れ
ま
し
た
。

市
立
小
学
校
時
献
血
露
条
例
の
一
部
改
正
、
市
川
剛
院
図
轡
抽
出
掛
鼠

霞
等
に
間
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
十
八
議
申
置
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
議
長
に
村
越
新
男
氏
、
剖
側
議
長
に
関
根
平
治
氏

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

一

議

長

に

一

…
村
越
新
男
氏
一

渡
辺
藤
正
市
長
は
絡
将
来
十
羽
年
樹
m
m問
問
中
間
談
会
綾
部
開

会
で
市
政
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

増
え
続
け
る
人
口
に
対
応
し
、
将
来
を
予
相
関
し
た
世
間
づ

く

り

の

た

め

の

中

期

構

想

策

定

の

勉

、

広

総

額

に

わ

た

る

市
政
報
告
で
す
。

0
人
口
に
つ
い
て

昭
和
凹
十
年
代
の
は
じ
め
に
は
人
口

期
務
端
的
隠
滅
と
場
跡
蹴
附
協
同
哨
位
お
け
る

盤
側
柄
欄
綿
糸
一
的
方
議
に
つ
い
て

市
立
都
市
関
小
川
小
校
総
川
府
総
災
一
は
お
前

作
叫
が
緩
ん
で
い
る
が
‘
出
掛
接
的
後
按
が

非
書
に
多
く
、
市
日
民
生
議
専
行
政
事
務

に
支
俸
が
市
川
ヒ
て
お
り
‘
之
れ
ら
の
抑
締

法
的
ん
た
め
注
射
表
示
を
一
げ
つ
た
め
捻
柏
木

⑫
市
立
小
学
校
殺
讃
串
倒
的
一
認
を
散
さ
れ
ま
し
た
。

正

す

る

条

例

町

劉

定

争

字

の

区

壊

と

名

称

変

東

広

つ

い

て

れ

長

続
本
地
区
に
新
木
小
学
校
を
設
遣
し
築
制
門
ム
ヤ
サ
後
出
阿
波
脇
町
民
的
役
選
表
市

V
文
総
綴
絞
殺
絞
務
組
問
脅

そ
の
名
称
と
位
置
を
定
的
る
た
め
提
出
止
を
行
う
に
停
い
、
字
的
区
域
と
名
斡
を
場
於
鋭
小
林

さ
れ
ま
L
た

担

出

品

更

す

る

た

め

縫

索

さ

れ

ま

し

た

。

出

開

発

日

開

設

指

川

骨
市
民
密
骨
骨
抽
出
設
『
高
等
に
憶
す
る
ま
車
問
争
昭
和
五
十
酉
年
度
時
間
玄
予
算
黍
災
状
尚
治
断

的

制

定

(

談

架

か

ら

い

拭

梓

)

諮

問

同

冷

叶

武

双

市

民

的

数

十

円

と

文

化

的

発

震

に

章

常

任

委

員

会

と

特

別

言

李

返

す

る

-

)

と

争

品

目

的

と

し

て

我

孫

子

市

主

主

h
R

面市山

室

内

に

審

絡

を

型

信

号

、

そ

的

引

委

員

会

の

構

成

言

語

判

的

登

玄

色

町

め

る

た

め

阿

回

復

さ

れ

ま

し

た

司

メ

ン

バ

i

委

員

筏

辺

幸

男

重
工
観
光
重
時
間
続
的
腎
笠
宮
義
的
重
言
会
主
延
長
・
副
委
員
V
社
会
衛
生
産
霊
会

制

定

位

目

的

灘

径

が

日

行

わ

れ

z

総

務

全

日

掛

常

日

間

安

頁

長

松

山

向

洋

、
限
ム
器
十
rm
糊
観
光
事
絞
め
滋
興
を
談
力
会
開
H
長
に
秋
谷
間
ι仏

、

文

数

紙

社

常

任

部

委

員

長

桜

問

岩

夫

じ
機
殺
す
る
と
と
も
に
、
余
談
議
常
を
妥
協
丹
後
に
小
林
反
体
出
炎
、
社
会
綴
ゑ
常
委
長
日
甘
か
佼
制

効
然
約
に
市
地
溺
ず
る
こ
と
か
ら
袋
行
条

H
M
愛
M
M
廷

に

妖

為

抽

仲

氏

‘

虚

業

土

木

常

婆

員

今

丹

正

三

河
合
終
止
し
、
新
た
に
後
孫
子
務
総
工
任
務
災
援
に
お
本
ゑ
跡
端
氏
が
説
中
ば
れ
ま
会
員
安
井
村
同

総
光
事
情
州
総
揃
内
務
淡
索
条
約
を
制
制
定
す
し
k
l

止

町

長

流

辺

正

四

郎

ゐ
だ
め
叫
蹴
恥
最
多
れ
ま
し
た
n

ま
た
、
終
川
判
妥
踏
会
は
、
我
開
精
子
伏
後

H

松
本
竹
雄

砂

警

護

護

む

織

す

る

義

的

…

霊

安

義

務

権

基

霊

祭

災

炉

雪

量

計

師
師
会
常
総
説
す
る
ぬ
刑
務
抑
制
制
緩
に
段
久
削
附
忠
埠
氏
・
問
問
符
竹
為
持
叫
川
弘
明
v
議
壊
十
吉
本
常
後
議
員
会

争

仲

山

然

観

…

一

ホ

に

蜘

闘

す

る

法

線

機

認

識

務

器

M
H
U

ト

問

山

本

忠

椛

磯

部

絞

殺

い

い

よ

り

、

本

務

拡

お

付

る

削

絵

日

付

目

的

島

清

久

安打民
会

気

付

上

清

会

段

取

場

遊

間

一

袋

災

酔

山

光

男

義
Mm

波
川
出
太
胤

泌

財

閥

問

中

心

刊

削

山

高

v潟
村
納
品
，
閥
帆
開
削
辺
部
品
刑
務
機
購
撒
対
楠
附

欄
桝
世
帯
特
例
峡
間
隔
附
議

削削伯判断同校

校
久
間
忠
博

縦
泌
太
成

市
川
機
一
一
一
一

件
川
上
消

今
井
ぽ
…
ぷ

A
W
時

限

附

設

火

器

対

山

本

巾

川

政

-

指

針

ム

W
H
川
町
千
命

護

院

小

朴

氏

伐

婆
H

同

級

巻

捕

久

V
我
孫
子
市
開
発
行
為
等
対
様
鯛
査
特

別
委
員
合

岳
民
長

引
委
HNK

委
員
安
日
長
M
H

委
民
委
員
委
員
毒
員
長日同

飯
塚
伊
香

川
和
山
忠
男

松
山
崎
洋

殺
良
治
市
問

津
川
武
彦

栗
山
栄
子

関
根
宇
治

松
本
竹
雄

拍
闘
の
明
治
久

域

鞍

詞

的

問

主

率

か

紛

ら

か

に

す

る

え

門

あ

い

い

告

と

L
C円
品
叫
が
行
止
み
も
仰
と
械
で
富
む
べ
き
し
し
的
波
宮
、
旬
、
主
雲
仙
誓
言
す
る
た
め
減
輝
総
重
量
梅
干
室
、
制
定
ヱ
ド
季
で
す
。

第
一
一
に
人
口
ゑ
捕
に
よ
る
縦
糸
乱
時
J

比

約

締

五

か

年

計

ハ

制

し

て

い

ま

す

、

計

阿

的

情

浴

に

結

予

し

て

い

ま

す

ω

よ
幻
れ
抽
出
山
内
金
柑
叫
し
、
村
山
以
内
兆
五
日
れ
ひ
総
本
総
一
践
は
閥
的
如
何
五
十
一
一
一
年
度
か
ら

む
々
一
策
を
酬
明
ら
か
い
す
る
こ
2
F志
議
一
こ
に
緩
め
於
山
問
先
出
端
的
駄
に
絞
り
あ
げ
て
む
ら
け
削
聞
く
命
的
裕
子
に
あ
た
り
紋
ち
総
統
ず
み
嶋
本
平
方
〆

!??eLん
の
災
問
判
定
行
い
ま
し
た
m

絡
先
を
行
代
総
助
卒
業
1

ど
し
て
掠
択

将
来
人
口
仁
対
応
L
た
余
地
問
刊
場
・
公
う
よ
う
州
附
議
し
て
い
車
ゃ
ん
同
州
ぷ
肌
札
会
合
間
似
し
、
日
パ
体
的
な
治
的
な
や
め
と
し
て
市
民
税
加
と
険
料
同
二
れ
に
仰
げ
い
滅
争
率
は
当
初
ト
九
五
を
マ
ヲ
け
ゐ
む
め
、
総
本
様
相
刷
、
基
本
計

会
持
閥
抗
政
務
総
め
…
原
則
的
を
山
明
ら
か
に
ナ
る
り
身
体
総
密
着
説
明
社
セ
ン
タ
i
縫
紋
叫
制
品
川
に
人
，

t
い
ま
す
。
泌
件
t
q付
則
持

A
N
V

加
寺
削
減
と
だ
代
主
的
な
狩
尚
ぷ
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
が
‘
十
五
慢
ヤ
九
三
副
問
的
率
い
止
や
ゑ
め
ご
い
ま
す
e

霊

的
A
向

精

に

よ

る

土

地

制

裁

の

混

乱

、

こ

と

。

員

込

書

恥

伝

達

す

る

た

翠

欝

謬

塾

塾

襲

撃

議

選

議

翻

機

関
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機

織

繍

灘

ど

ま

と

ω
、
h
L
市

議

主

奈

川

、

16Pよ
蓄

え

警

ま

い
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野

府

警

は

器

地

総

務

切

手

襲

撃

E
l
i
z
-
-らか
に

す

る

こ

と

の

盟

瞬

間

関

麟

盟

開

ω託
金

立

書

長

Y
Z
雪

す

ど

、

安

=

立

後

約

め

が

佼

号

事

長

立

、

重

リ

リ

リ

け

け

け

け

け

け

け

け

け

け

け

け

げ

け

げ

け

け

け

け

け

け

け

け

け

り

襲

撃

機

襲

撃

襲

撃

襲

警

鱗

議

鱗

思

議

ぷ

ど

い

ま

す

d

言
な
ど
を
!
と
こ
ろ
?
す
倫
中
止
内
申
込
吉
伸
い
苦
手
チ
ハ

'

L

i
、

‘

議

欝

襲

撃

襲

警

襲

撃

機

欄

警

護

噌

い

議

機

織
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山

口

滋

水

防

総

務

蜘

許

制

側

主

主

地

4
.
表
空
襲
ゑ
誇
益
事
託
公
安
解
除
し
ま
し
た
会

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
密
づ
く
り
へ
璽
轟
轟
盤
轟
轟
盤
離
問

i
j端的
J
E
-
-
i
i沿
線

襲

撃

額
鰻
伝
説
得

4一
¥

料

品

喜

重

警

護

人

一

難

す

Z
J
Hこ
り
こ
り
ノ

j
i
Z
2
4ご
す

然

保

f
霊
長
約
二
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

襲
l

，

A
i毅
動
翻
璽
襲
撃
(
F
V

刊

め

た

泌

が

あ

二

君

主

主

義

k
Z議
室

の

さ

に

つ

い

て

、

主

将

来

括

管

長

渡

辺

市

長

の

高

政

一

殻

報

告

羅

臼

鱒

欝

議

欝

欝

離

盟

主

語

伏

線

と

4
4
5
Z
E
s
t
-
2
3
k
l
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欝
野
晶
纏
盤
襲
撃
機

JFv
嚢

↓

内

に

排

出

き

れ

設

作

総

長

壁

絞

め

ぶ

3
4
2に
ま
て
い
ま

2
3でふ
閥
均
車
内
可

Ill-H川
け

け
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リ

け
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H
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H
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霧

襲

襲

撃

機

襲

撃

機

譲

歩

問

機

轟

設

を

も

た

h
i
t
-
:
i緩点地
聞
に
勺
い
ず
に
眺
望

約…
z

一
万
人
的
紘
一
出
品
川
鶴
市
で
し
た
ふ
ペ
め
ぽ
述
、
コ
ミ
三
一
ア
ィ
形
成
品
目
指
議
開
っ
か
三
内
総
州
中
心
主
山
辺
と
こ
て
叩
主
一
欝
議
畿
鱗
轡
欝
鰭
鰯
鐙
機
磯
野
総
畿
欝
鱗
畿
綜
懇
欝
穀
襲
欝
心
配
で
い
ま
す
ご
の
た
め
、
剛
容
市
役
水
と
中
山
向
上
域
一
抗
日
開
帳
賄
事
業
は
文
化
対
札
、
佐
的
U

れ
こ
と
の

K
地
利
用
ヴ
メ

ω昨
年
九

i
セ

ン

ト

童

話

加

卓

会

な

ど

行

政

に

大

き

な

浴

料

押

を

争

え

て

き

作

業

主

め

て

い

ま

ア

震

際

機

際

協

議

穣

際

機

騒

襲

撃

襲

撃

緩

品

一

躍

降

雨

む

主

主

主

主

的

中

て

丸

紅

菜

室

長

野

応

仁

室

長

い

い

1
5ラ
シ
真
市
怒
れ
て
い
ま
す
。

訴
し
‘
十
万
人
口
没
す
る
の
も
H
口

約

で

ま

し

た

。

ニ

れ

ら

の

州

問

泌

が

さ

ら

に

終

。

轡

察

署

前

一

菌

数

酪

故

行

十

九

名

で

全

会

H
H
の
二
九
ハ

1

あ
ら
ゆ
る
永
谷
か
ん
内
料
品
地
4
九
す
る
必
ヂ
L
て
い
ま
す
e

縫
訟
法
山
尚
H
門
的
特
刊
に

47九
留
民
は
モ
テ
バ
一
吋
世
一
地
ぽ
悼

す
。
ニ
う
し
た
人
口
増
は
交
滋
絞
め
大
し
h
g
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
今
総
ぷ
と
滋
符
本
総
口
半
期
市
援
を
今
、
幼
出
向
パ
羽
山
治
守
品
川
ド
け
の
刊
陀
に
と

/
j
一
芸
会
し
て
い
ま
す
た
め
、
治
水
防
検
事
業
%
を
け
比
四
し
ま
一
一
ト
パ

i
セ
ン
ト
で
す
が
一
九
f
八

年

度

と

L
て
再
側
発
予
法
を
と
り
入
れ
、
崎

議
に
仰
げ
い
都
心
へ
議
議
や
が
拙
間
的
人
口
約
動
向
に
は
憐
号
制
叫
し
ま
す
。
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
終
結
五
十
九
ハ
年
応
し
た
語
信
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叡
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葉
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縫
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司

進

議

業

報

道

急

建

設

拙

聞

東

関

東

支

務

的

線

開

山

建

築
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滑
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(3) 
w
v
一
一
T
i
γ
次
的
う
も
、
一
つ
会
議
ん

で
く
だ
さ
い
a

∞
わ
た

L
た
も
め
く
ら
し
と
生
、
出
態

度②
八

0
年
代
丹
治
費
生
活
を
考
え
る

w
v
原
稿
①
本
文
位
忠
一
自
牢
議
出
品
鵠
開
閉

祇
八
位
か
ら
↑
枚
窃
義
務
に
は
表

棋
を
つ
け
氏
名
、
伎
所
‘
郵
刷
出
番

号
、
年
札
師
、
殺
副
刷
、
総
然
、
況
認
都
府

守
を
明
記
鋭
部
感
情
鼎
抑
制
は
最
臨
油
資

的
も
的
ゆ
総
務
総
帥
闘
は
お
滋
し
い

た
し
ま
せ
ん
ω

w
v
繍
明
一
一
関
内
…
十
九
m
n
F
掛
川
出
州
符
効
)

w
v
滋
り
先
・
問
い
合
せ
間
関
鼠
凡
ル
車
検
セ

ン
タ

l
戦
質
文
募
集
係
、
液
古
都
制
脚
満
惜

昨
山
商
品
一
一
一
内
十
立
一
的
二
vda
一一

問
。
一
一
二
問
問
一
一
一
)
六
二
一
一
(
市
岡
ヱ
諜
)
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e
「
綴
人
の
問
年
」
と
私
た

ち
の
活
動
々
欝
割
判
官
樟
綴

V
テ

l
7

寸
総
人
前
十
年
L

L

r
心
私
た

ち
の
活
動
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w
v
応
義
資
格
テ
}
?
に
沿
っ
て
、
滋
凡
す
ま
で

号
待
っ
て
い
る
民
間
語
体
主
グ
率
緩
次
限
枠
一
一
義
行
伐
採
矛
品
約

ん
l
ブ
、
例
人
と
し
ま
す
c

宇
品
附
は
、
以
後
会
総
議

m
判
官

εむ
十
八
時
間
以
上
と
し
ま
す
“
開
Vω

一
T
j
す
「
八
ハ
U
年
代
め
瓜
ネ
ル
キ

帽
す
路
線
対
法
的
引
州
問
灯
時
サ
総
隊
機
関
紙
i
p
A
私
た
ち
の
怖
が
し
…

議
枚
以
内
〈
樹
齢
似
品
川
か
あ
れ
ば
w
v
畿
儲
同
家
田
武
氏
(
一
時
大
学
助
教

ゆ
作
品
刊
U
A
W
問
体
グ
ル
ツ
は
、
授
)

名
称
、
浮
材
先
(
所
荘
、
電
議
番
号
、
w
v
参
加
料
無
料

代
後
者
名
)
、
協
欧
関
数
を
明
記
し
滋
車
で
の
ニ
参
加
は
、
ご
遠
程
く
だ
き

会
出
闘
が
あ
れ
ば
治
付
。
側
人
は
、
沃
い
e

名
、
年
続
‘
性
別
、
時
刷
業
、
仲
間
所
、

電
話
番
号
を
明
記
。

す
縛
明
一
一
月
十
五
日
(
消
印
有
効
)

マ
送
時
先
・
問
問
い
合
せ
千
葉
県
附
入
山
ノ

祭
釜
、
千
葉
市
絞
桂
一
-
一
円
十
一
円
一
一
一

常
心
開
問
七
二
一
五
二
附
江
一
関
七

〈
骨
働
省
)

九
八
ハ
リ
年
代
を
飢
え
切

L
ネ
ル
キ

i
に
対
す
る
依
織
慾
は
、
他
人
二
と
で

は
な
く
な
り
ま
司
ν
た
2

な
た
ち
の
鋒
し
に
も
省
エ
ネ
ル
キ
ー

の
婆
認
を
強

f
求
め
ら
札
る
時
代
に
、

す
で
に
入
っ
て
い
ま
す
。

今
閉
山
町
議
棋
会
は
、
入
。
年
代
内
エ

ネ
ル
ギ
i
間
同
穏
に
同
同
一
志
向
け
開
催
し
ま

すれwv
口
同
時
一
万
一
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し
を
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m
m
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穴
山
崎
悶
)

ん
十
品
別
ト
均
一
心
分
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1
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一
時
一
コ
の

一
商
工
謀
v

J
合
成
綴
色
料
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崎
民
同
期
さ
れ
て
い
な

い
。
し
い
た
け
の
色
議
は
、
ア
シ
ス
ラ

キ
ノ
ン
系
の
も
の
が
多
〈
‘
念
的
資
る

の
は
、
チ
?
ン
ナ
!
セ
主
ど
一
後
作
山
静
紫

に
よ
る
も
の
で
あ
る
一
と
の
こ
と
で
あ

コ
-z

ャ
メ
間
チ
ロ
シ
ナ

l
ゼ今

2
z
リ
ン
コ
、
ナ

ン
な
ど
の
切
片
を
空
気
中
に
さ
ら
し
て

お
く
と
同
町
色
ぷ
鳴
る
液
忽
が
み
ら
れ
る

が
、
ニ
的
反
応
に
絡
泌
す
る
織
化
臨
時
議
。

。
じ
だ
い
に
も
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の
せ
る
と

8
6

*
あ
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と
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だ
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せ
な
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に
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だ
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出

し
は
‘
ぷ
布
一
五
閉
ま
で
で
す
“

設
さ
E
e
a
p
e
-
に
山
口
い
か
ら
的
は
み
出

ふ
た
り
最
り

令
L
て
抵
い
け
ま
せ
ん
。

本
位
転
車
で
ほ
か
約
向
転
車
を
ひ
ー

は
る
一
け
ん
い
ん
)
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ζ

誌
で
き
ま
せ

ん
σ

自
転
車
で
ひ
っ
ぱ
る
こ
と
が
で
き

る
の
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、
ワ
ヤ
カ
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だ
け
で
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勺

本
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し
ょ
う
め
完
転
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っ
て
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け
ま
せ
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ラ
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し
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い
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え
あ
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限
海
副
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検
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危
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よ
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カ
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は
大
き
な
事
般
に
な
り
ま
す
H

(
泌
総
本
部
)

〈

相

続

内

容

〉

殺
せ
き
か
ら
干
し
い
た
け
を
沢
出
も

ら
ゥ
た
が
、
か
さ
の
榊
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。
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時
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限
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ま
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ト

い

二
的
す
う
ソ
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ト
入
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は
，
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一
心
田

市
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体
宵
人
会
的
一
珂
と
し
て
行
れ
た

も
の
で
民
年
々
‘
盛
ん
に
な
っ
て
未
て

い
ま
ヂ
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ヲ
十
一
一
時
匝
O
分
、
号
他
一
時
党
、
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町
田

R
こ
と
に
湖
北
台
を
ス
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事
訴

詰
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中
に
は
七
三
処
同
町
内
向
齢
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も
お

り
み
ご
と
瓦
キ
口
メ

l
lル北」
i

え
定
し

努
力
設
が
間
以
守
き
れ
ま
し
允

大
合
成
綴
(
各
都
内
一
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仙
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山
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検
問
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〈
V
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決
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野
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枇
H

組
問

v
a
w
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級
将
f
削
仏
核
次
…
伽
M
m
w

e
…
殺
な
f

ホ
秋
尚
M
f
(飢
刊
本
d

A

W

中
学
理
子
中
野
称
必
(
湖
北
中
μ

命

令
学
官

f
銀
波
下
情
一
内
山
中
…
@

小
学
一
一
年
以
1削
均

f
h
M問
問
品
〈
官
同

邸
付
出
小
」
@
小
学
一
一
一
年
以
下
友
イ
加

察
官
出
一
如
出
小
)
@
小
学
四
年
以
上
男

子
出
向
野
秀
士
ご
小
)
@
小
学
生

閉
山
年
以
上
女
チ
吋
口
洋
子
(
山
小
ず

骨
肉
怒
2
j
:
的
聞
か
ら
は
か
つ

*
と
つ
ろ
は
み
ん
な
で
j

泌
う
も
め
で
成
原
官
制
れ
河
川
川
町
一
時
、
木
簡
カ
多
く
之
内
抗
措
問
問
問
、
往
古
殺
即
時
山
を
i

改
号
仕
り
、

す
f

お
た
が
い
に
ゆ
ず
り
あ
い
ま
し
ょ
出
土
し
て
い
る
r

そ
の
中
に
↓
上
野
的
自
室
ム
ム
出
と
尊
号
、
依
料
室
陪
へ
来
り
快

う
r

出
子
蒔
一
と
い
す
木
叫
が
あ
る
u

カ
ミ
云
々
し
と
あ
る
。

本
は
ど
う
や
ろ
そ
〈
た
い
で
は
抵
寸
ソ
ケ
ノ
ク
一
一
‘
ク
ル
7

ノ
コ
オ
リ
」
と
浅
間
同
神
社
の
神
湾
、
五
銭
担
銭
円
守
議

ニ
う
し
ゃ
仁
め
い
わ
く
を
か
付
な
い
よ
ご
読
ん
で
い
る
“
今
町
酔
馬
県
昨
同
部
で
で
あ
る
こ
と
は
、
経
民
に
と
っ
て
は
、

う
に
述
度
を
お
ー
と
し
ま
し
ょ
う
M
あ
る
一
許
」
が
「
郎
ん
と
読
ま
れ
一
安
務
総
り
な
く
総
ず
る
宙
開
業
で
あ
ろ
う
。

本
お
}
だ
ん
は
ど
う
て
は
人
を
さ
さ
町
一
憾
の
行
法
区
別
ふ
て
ぶ
し
て
い
る
G

出
湖
こ
の
浅
間
関
挿
校
に
あ
や
か
つ
て
内
浅
間
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v
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に
と
お
し
ま
し
ょ
う
v

九品化
μ
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に
も

h

ヒ
ベ
ウ
L

と
い
う
地
名
沖
ま
絞
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
今
は
機
関

*
こ
7
さ
て
ん
で
は
と
く
ぷ
祭
令
つ
日
カ
あ
ゐ
F
m
m
術
的
、
浅
間
持
、
中
制
等
締
役
も
、
水
神
織
も
電
中
締
約
光
開
神

h

L
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け

ま

し

ょ

っ

白

別

で

あ

る

均

約

術

的

は

、

ぬ

隠

と

い

フ

仰

い

μ内
に
制
作
き
れ
て
い
る
々
そ
し
て
浅
附
州

*
よ
る
は
か
か
ゆ
ら
ず
ラ
イ
争
を
つ
け
吋
祢
総
策
的
山
間
に
あ
っ
て
中
附
期
総
然
で
あ
坊
も
、
総
協
同
鈴
も
閉
山
地
め
ゆ
結
成
に
よ
っ

ま

し

ょ

う

ゆ

吋

る

a

肉
料
時
に
は
、
問
附
荷
神
伐
が
あ
っ
た
《
て
、
綿
花
豹
的

γ向制
k
h悼
の
ヘ
そ
の
様

*
事
ば
お
し
繰
り
や
唱
が
た
事
織
り
，
A
主
的
絞
め
紛
燃
は
、
約
批
向
山
と
一
戸
ヮ
て
湖
一
驚
し
て
鴨
緑
的
制
出
彩
を
知
る
よ
し
も

は

や

的

ま

し

ょ

う

。

円

い

た

a
m
制
州
問
神
校
内

mwは
、
広
品
献
す
な
い
お

れ
ば
ト
ウ
ヵ
…
で
あ
る
η

ま
土
当
地
中
峠
と
い
う
地
名
辻
、
叉
文
十
年

て
辻
、
訟
の
一
製
品
市
」
寸
ト
ヵ
し
ま
た
は
、
一
一
五
開
間
二
千
葉
民
的
支
線
河
村
出

、
ト
ウ
カ
し
と
~
Z
3
4
術
前
社
の
抑
処
刑
判
守
務
階
、
外
曽
津
古
内
域
地
を
修
復

ぞ
あ
る
吐
い
出
口
一
。
稲
荷
神
社
内
山

L
古
名
で
あ
る
芝
田
地
域
を
改
め
て
中
持

の
で
「
総
務
停
」
と
云
フ
よ
う
に
域
と
命
名
し
、
中
判
出
馬
綾
村
長
総
有
す

た
と
忽
わ
れ
る
コ
ニ
向
社
は
、
今
る
に
よ
っ
て
ョ
問
名
の
芝
核
合
前
位
一

L
、

、
中
期
的
採
訪
神
社
内
成
篠
山
成
金
中
鉢
の
即
時
と
称
し
た
ρ

そ
し
て
、

伝
統
い
い
品
、
関
山
刊
五
十
一
…
一

yJ恥
毅
と
し
て
出
総
務
を
一
誇
示
し
た
的

そ
れ
以
来
純
村
山
間
務
守
が
炎

、必
4
J

f

必

w、

な
け
ル
荒
川
向
刊
糾
弾
心
身
を
校
七
る
よ

ふ
の
こ
ろ
持
叫
ん
だ
英
br務
出
向
的
申
紛
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の

g
n
1
2
S
5
5
5
ム
が

5
っ
か
け
と
ま
た
宵
名
な
話
、
と
し
て
今
て
も
お

り
引
が
れ
て
い
る
こ
と
は
、
野
口
英
世

を
育
て
た
こ
と
て
す
り

制
「η
県
か
片
側
を
れ
引
っ
て

t京
し
た

別
口
込
山
刊
か
、
医
学
校
に
学
は
い
常
、
ア

メ
リ
カ
留
守
ま
て
耐
倒
ん
て
み
て
、
や
か

措

て

械

が

警

官

盟

主

と

し

て

の

柵
畑
山
崎
付
宇
川
内
る
剣
山
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な
っ
た
こ
と
で
?
の

M
M
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恐
み
ん
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め
数
々
喜
一
総
長

総
た
た
え
イ
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一
間
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総
立
仁
れ
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1>8喜善 ;ヨき
81il:2J'ヨ警善寺総会
事診ごコース 芝委託cp学校…つつじまま
争室長会滋孫

b参主告祭?キ

で4主主慾i以下じり努守
に ζ。
善努護主主号車写 真読料

"待合籾 ヂ千数き eタコマJ[，.
三雲ffi黒，>十めん

1>$込方法 1¥;ヴキ1こ著書別殺の氏

名町役所 e霊童きさ e学年とl守記事務の

連絡先を明記して、 7
童書〉

我孫子市我野、子18thP自民会総î J
まま85-15111:::$し込jυむくんFさいα

絞!J'ス1供与奇観総の~l撃のま普時j

巳係る公E空会を開きます。
排日持 1尽3'r8 午前刊住寺辺分
砂場所 q:央公認皇室

〈致E量三子文ゴス〉

ぐ東開頭盟訴訟室〉

惨日時 2月守道"98誇30B
砂模様 松戸湾総会堂雪

炉参泌チーム t王将一挙業F詩的5号

車主労者でS寒波更する3主主1チ…ムと

し、 守事葉F実マチ…ム号凌ぎ霊とです

ξ。会参夜j号室乙ち築1111ぷ、 ヌフマチご2
7フでoる之と。
鈴参主号室主 1チーム3ぷCilF号(浅
草霊?立会む〉

b申込方法 そill;さまま事議決!こ1

月25:3までに怒し込んでくfざさし'.
汚!11m真霊童1-9-'10 宜主0473~
22-249" ' C<173-25-1796 

テレホンサービス

85-1313 
平日は1週間の業務、白侵 | 
休日仁i革、日曜休日当番箆!

万わかります。(24隠居書弓能)

思ヨ初55釘度!と我孫子市ガ発注す

る工事、資材および勿箇などの縞

入日入干し参加をする方|誌、次のと

おり競争入山参加資侶申請書を提

出しと〈どさい。なお、申請書来

提出者|刈旨名の対象lこ含まれませ
んのでご活費聾してください。

傍受付期間際平"55年2月1日か
ら29日習で
傍受fす機所市役所総務部!Oi1:究設
欝潟係〈諜仁水道関係l手水道部笠

宮革主筆E霊祭主喜怒係へ提出〉
惨E争議襲撃{霊式市;言IE様式

t.j語2宣E争議議F号緩 星空fD55'f'1 Fヨ
本I 16Eヨだら2Fi29Eヨまと、 m役系的
織をき号事務長寺ad:び7.1<送童話こ湾慈し
てお;うま

守護s500F弓 {際立去さ軍・ 7主選喜怒〉

主j議霊祭豊重注告書~39条21，震の幾

こ潔いてき室湾寄る雲寺j進言語20条'J
?鎮の波主主により決のとおり烈震し

主幹議議霊室義男総 1 さまで

去人ヱ衆寄協会ガ原

子惨事韓首型機苦対して無料で

機僚級協を黙織し"'正す。

子主義模様i生部
予防線(に仰し，，7::，111て凡だたい。
砂対芸員縁 関税(J)ζ 匂らガカ吉原子

?塁機筋立:

約百認とあっ1さ綴織を雪をのぞえ〉

1>葬送潟県司再選 :=Jnらヨ

b制i忍15記長

1>8華寺 ヨヨじめ

:mラiむら午後寺
易機長再

子繁栄子主的illJ201i意義i閉まま8472(52)

2101 
傍受E議事ヰ i耳u.ヰ
冷

砂EドfdJ古記長 藷E羽
苦手E詩込機所

84…000守

若竜主主筆支1GB人とこいわれるおンボ
ジ3フ聖護E違法、

欝1盤IO王監れとこi長級車寄転ん援して
詳し\{J~伏況11tllえられており絞<10

これらの人々 .nm覇者を
はじめ機界のS"露lð~:)tl.患の手殺さち

しのべておりま帯。 Eヨヱド君計十'1"1校

千葉銭安部おいても総建設の粉々

から害警ゼられている絞i援金ω習を付
をしておりをます。

傍受f甘締切 31'ヨ31Eヨ
修窓口 臼$ijji十字11不幸幕臣認去をl3!l
(平重量消殺斗~1 ) 
炉淑数い方法

に持参レてい-e7:ざ、

干葉銀行主主，¥5

県'Q811長Di?lL 鐙言寄与華版17805

ifiJlliUf主主主義富
1>雪量ま毒をIl!書き皇制緩閲 11'司羽田万

らお臼E正l'総務$00予防係へ
※を審議F君紙i法益出張所!ともありま
管。品干しくは滅的本部予防係まで

[点画両肩通E
併君主翼重 篤T掻住喝27700円・第
2~毒性宅 211ω 内

紗大久夫護主活きさん(滋1~Í'さはーア

28) tJiシ緩いをす1tきの霊害総がilbV)

b露|緩終盤 霊長発長差聖霊空母おそ当、

裁科母Q各、洋経おおそろ
b資格 軽震予言瑳空室草寺〈主筆塁手以上

5雪ぎで〉、浮主義勢〈銭安芸殺害等感
以上〉

惨事重量霊祭fす す湾218;ひらヨ 1
g 

b遺書著書8 21'守88
b言語綾費高隠 そま手 (41'きヨ〉

》鰐合せ 二三葉手書こと落語議等i主総
専門s!C子漢詩5，事Eさ -12)
fiGt72 (31) 450号
/三工工玉工ヨム.... .1，でζ一一、 在織さまれZまい人えさのへ襲安(すガあ
{文化財妨火テー〕

1 Fi2581誌、Il'l手024"手法淫者金
堂霊函ガ焼失し定臼に当たります

が、この巴を明文it倒的
と定めていき表す。社寺怨どの建築

物記急物の1ず近では1どの日台末じ
特に気をつけてください。己主I三y:

化財所有者の方々には防~}~ll百訟の

点模整憶をお願いします。

空型民館図書時空」
閲覧在主として、中央公民鍔閣

議室を開室しましだので、ご1湾問
ください。

b閲覧持題午前1GB害ZTら午後4
5号表で

b体主主主3 Fi庭Bと祝祭8
く中央公民主雪fi82-お15)

く溺穣祭殿コンク-Jb.入詰〉
ffjrろか'J; 中学校nぅ1100~誌も

の多室主(J)2:1ii1i雲撃をい芝だき怒りtJ
とうございました。 ζ宇宍喜善蓬(J)iflj

索、波立さを事をさんの符0011入獲し
ましだ。

主主総蒙量室主主F室長室雪 活A1t台東小学
授の認否111多菜子さん
。千繋望号知事室雪 2草花告東小学怯
6玉三 怒号さ疫をきん
千言菱重詰究室撃事室 日tL甲学授21:f
i丘際器1介さん
務関体重量 自立中学校

|危険物取扱者保安講習 l
b受綴資格消防法第13条の2第
3演lこよる危険物取級者免状のJl:
Itr在き設けている方。
除機関員耳目・場所 2月19ECo'()

以説謹構造
行政相談
とき :H司258(主主〉

1 段目む ~15:oo

なことう:議議'H告書道代夜遊怒E斉

ぱがありましだ。

〈長時日) t湖北白仰湿り商芭会さ11)尤ら態

ぞまれない人疋ちにと13.693円の寄
付ガありまし疋。

併殺綿子市日 夕r)_クラブさん

(数本日1) から橋被のために54.722月の雪1昔
。燃の総合長泌総1二と、 がありまレ応。

E諸民憲論社会開意義自日会iこ9.299仰の 砂4最重量郎さんC8U〆 -22-18)

言寄贈があり詳し から綴絞めた必iこ100.0活向の号室
険機革関太郎会jυ(務…10) ヨヌヴあり設しな。

惨申込資格

競族などガあり、

以下の者

砂申込方法市役所磁築課iとある

申込み悶紙に記入のうえ、干潟綴

都市公社に郵送してくIざさい。
炉問い合せ干葉鰐醤lr官公殺害警E設
住宅管理部fi0472(27) 4131 

!すえfありました。

1>;竜思議科さん〈滋1t台守 -3ー
17)主主ら老人手芸J.jむつ60母校0i!警
護童文プおりまし2三。老人;f¥-[，主主ど

i5o手三量!こ霊童鱈させていEさだきます。
惨コーヒーパブ努事重さん〈三奈さき12
18-3t¥:主主 主主弓浴ミヨ)/Jら身怒
返訟会史Z差E話会iこ34 ， 5X'F宅O)~聖母

11ありましだ。
砕い支)+r~宣言Eさ I'[) (ε戸線1'177)

ガら渇11:のためとと45.899戸J江主寄
{せがありまし疋。

診察寿大~3まt:~-[CJ様から福f立

の定め!こと39i8円と雑巾85恨の寄

隠
ぬ
μ
k
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